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近畿地方小委員会の概要と意見

□開催日時

令和８年３月１８日（水）１０：００ ～ １２：００

□場所

近畿地方整備局 大手前合同庁舎 １階 共用会議室１

□委員名簿

□議事概要（各委員からの意見）

【一般国道８号 彦根東近江バイパス（Ⅰ期）】

・彦根東近江バイパス（Ⅰ期）の整備により、交通転換による交通
渋滞の緩和や交通事故の減少が期待され、円滑で安全な道路ネット
ワークの構築に役立つとともに、防災面、地域の産業活動の活性化
等にも役に立つ道路である。

・長浜バイパス、米原バイパス、彦根東近江バイパスの連続利用が
見込まれることから、交通利用に関するネットワークの連続性の
観点から、一体評価区間の設定については妥当である。

・彦根東近江バイパス（Ⅰ期）については、米原バイパスからの延伸
となる北側が渋滞などの現道課題が多いため、起点～犬上川までを
先行して事業化することは妥当である。

・リスク分析に関しては、本事業のように事前に調査をすることは、
品確法改正時に定められた理念にも合致するものであり、事前に
調査し、あらかじめリスクを評価しておくことが重要である。

・彦根東近江バイパス（Ⅰ期）のトンネル区間において、重金属が
確認された場合、滋賀県の環境部局と連携し、適切に対応すること。

□対象事業

・一般国道８号 彦根東近江バイパス（Ⅰ期）

□結論

一般国道８号 彦根東近江バイパス（Ⅰ期）

の新規事業化については妥当である。

（敬称略、五十音順）
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